























は 4 日間にわたって開催されました。 
 
3/16(火) 17：15 - 20：15 
3/17(水) 16：30 - 20：20 
3/18(木) 16：30 - 20：20 
3/19(金) 16：30 - 21：00 
 
本ワークショップは、恒例どおり HLRS のセンター長である Michael Resch 教授の開会の挨
拶で始まりました。技術講演として全体で２６件の発表があり、日本、ドイツ、ロシア、アメ
リカの研究者により、HPC 技術動向、HPC システム評価、アプリケーション開発の幅広い分野
のトピックの講演がありました。今回は特に NEC SX-Aurora TSUBASA に関する技術紹介や性能
評価結果が多数報告されました。例えば、WSSP 最終日最後の講演であるアメリカ海軍調査研究
所(United States Naval Research Laboratory)の Keith Obenschain 氏の講演では、同研究所
で長い間使われている数値流体シミュレーションコードを SX-Aurora TSUBASA に移植して性能
評価した結果が報告されました。講演では、ベクトルレジスタに配置するデータを明示的に指
定することによってメモリアクセス回数を大幅に減らすプログラム最適化技術などが紹介さ






ワークショップの各講演は WebEx を用いて行われましたが、休憩時間には Wonder Meeting
というウェブサービスで雑談を楽しむことができました。コロナ禍で国際会議やワークショッ
［報　告］
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